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第５９号
（第６０号を最後とします）

令和３年（２０２１年）３月９日（火）

何のための高校なのか
県立尼崎工業高校の校歌の二番の途中まで紹介します。

「鉄火の中に屹然と うなる機械を友として 鍛えきたえし業
きつぜん

をもて 工業日本になう日を 夢みつはげむ……」

一昨年、同校の教頭先生にお話を聞く機会がありました。その

お話とは、高度経済成長の中で阪神工業地帯が発展する上で、尼崎工業をはじめとした阪神間

の工業高校の役割は重要であったことです。尼崎工業高校や神戸にある兵庫工業高校などを基

幹工業高校と呼ぶそうで、当時の先生方には日本を支える人材を育成するという責任があり、

生徒にも明日の日本を支える使命を持って勉学や実習に励んでいたといいます。

尼工の体育館に入ると、校歌の歌詞が書かれた大きな板が目に入ります。特に二番の歌詞が

格好いいなあと、行く度に思います。

教頭先生のお話は、工業高校も時代の流れの中で変化していくことに触れられます。パソコ

ンと機械がつながっている物が多いですねと言うと、機械と油まみれになるというイメージは

なくなりましたねということでした。手に職を、といってもパソコンを操作できなければ機械

を動かすことができない時代です。全ての機械がパソコンで動かすということでもなく、やは

り手作業でミリ単位に部品を削る実習もあり、上位の検定合格には高校生であっても熟練の技

が問われるのだそうです。

お話は、ものづくり女子の話へと。まだまだ男子の多い工業高校ですが、女子の入学生も少

しずつ増えているそうで、中には遠方からわざわざ尼工を選んで通っている生徒もいるそうで

す。工業高校では専用のつなぎ（作業服）を着ますが、女子の作業服姿はなかなか格好良いも

のです。こんなこと書いたらジェンダーフリーになりませんが、今は高度経済成長期とは事情

が違いますので、工業高校に女子が進出しやすくなっているのかもしれません。それは、大き

な機械でもパソコンで操作するわけですから、やっぱり昔とは違うのです。

尼工の使命、日本が工業立国になった歴史、高校生を育成しないと今の社会はなかったこと。

お話を聞いて、改めて高校という学校は社会に直結するものなんだと思いました。

ある本に、”高校生の大半は高卒の資格を取るためだけに高校に通い、そこで時間つぶしを

している”と書かれてありました。それが本当だとすれば、そのようなことがないようにして

ほしいと思います。どんな高校にも、その高校で学ぶ大切な意味があります。それは、私立高

校なら建学の精神、公立なら学校教育目標です。そして、特色もあります。これから３年間、

それぞれの高校でしっかり学んでください。その高校でしか身につけられないこともきっとあ

ります。仕事に直接関係する知識や技能もあるかもしれません。時間つぶしなんてもってのほ

かです。頼みますよ。

学力検査受検者心得

<学力検査（３月１２日）当日の動き>

自宅 → 受検会場 → 中学校(報告書を書く) → 自宅

兵庫県公立定時制再募集・新型コロナ追検査 ３月２６日（金）発表 定時3/27(土) 追検査3/28(日)

公立学力検査の合格発表について

①発表は基本的に1９日(金)1０時ですが、要項で必ず確認しておくこと。

②当日、気象警報が発令されても発表されます。悪天候でも、屋内に場所をかえて行うこともありま

すので、現地で指示に従うこと。

③受検票と筆記具を持参（サブバッグ可）すること。

④卒業してますが、制服で行きます。他も中学校のルールに従うこと。

⑤複数志願選抜の生徒は、結果を中学校に伝える必要はありません。電話したり登校したりしないよ

うにしてください。

⑥単独選抜の生徒は、結果を中学校に電話で連絡してください。その際、３年の先生を呼び出してく

ださい。

⑦合格者は、書類を取りに行く窓口などの案内に従い、確実に手続きができるようにすること(受け

取りに失敗しない)。

⑧自動車で見に行く時は、高校に入れません。近くのコインパーキングなどをご利用ください。

⑨一部の高校では、学力検査でも敷地内に人がおさまらず、道路にはみ出ることが昨年ありました。

事故がないよう、十分注意してください。

⑩合格者は入学することが決定します。辞退はできません。当日受け取った書類の全てに目を通し、

書いてある通りに準備してください。手続きについての質問は、高校の事務室に電話してください。

⑪合格者で、私立の併願が合格している場合は、高校や中学校への連絡はいりません。

⑫不合格者は次のどれかの手続きをとります。

・私立の併願入学…入学金の振り込みなどを期日までに行ってください。

・公立定時制再募集の受検
※
…三者懇談を行い、出願します。

・私立２次募集の受験…三者懇談を行い、出願します。

次号で「進路通信」は終わります

基本的に誰も読まないとか、全部は読まれないという前提で作っていますので、思ったことや考えたこと、

読んだ本の中身にも触れて自由に作ってきました。ところが、今年度はホームページに掲載されるというこ

とで、他校の先生から感想をいただくこともあり、中には他市の先生にもフォローされていることも知りま

した。文面の拙さや内容の薄っぺらさには深く陳謝いたします。去年は連続進路小説など、ふざけているの

かという内容もありましたが。

ここまで読んでいただいた皆様には深く感謝しております。


